










テント本体
冷たい外気

暖かい空気

Q.テント内に浸⽔、⾬漏りするのですが。
A.結露が原因の場合がございます。定期的に換気を⾏ってください。
ベンチレーターがある場合は開けておくことで結露が軽減されます。

防⽔加⼯が施されたテントやタープの⽣地は、外気との温度差が⼤きく
なると⽔が垂れてしまうほど結露してしまう場合がございます。

A.シームシーリング剤（⽬⽌め液）を塗布してください。

Q.テント・タ－プの縫い⽬から⾬漏りする
のですが。

テント・タープは防⽔処理を施しております。しかしながら縫い⽬や
ジッパーの合わせ⽬など、構造上・⽣産⼯程上シームシーリングを施せ
ない部分がございます。そういったところは⾬量によって浸⽔する場合
もございます。より快適にテントをご使⽤いただくため、
シームシーリング剤の使⽤を推奨いたします。（シームシーリング剤は
付属しておりません。）また、シームシーリングの剥離、劣化による
⾬漏りが原因の場合もございますので、定期的にメンテナンスを⾏って
ください。

Q.テント・タープを使⽤後、保管⽅法は
どのようにすればよいですか。

A.使⽤後は汚れを拭き取り、乾燥させて収納してください。
保管の際も⾼温多湿を避け、直射⽇光の当たらない⾵通しのよい場所
にしてください。

濡れたまま保管すると、カビ、腐⾷、劣化、防⽔/撥⽔ 機能の低下の
原因となります。
※汚れを拭き取る際、シンナー・ベンジンなどの有機溶剤の使⽤は
ご遠慮ください。⾊落ちや変⾊などの原因となります。

Ｑ.テント・タープの撥⽔性が弱まってきた
のですが。

A.市販の撥⽔スプレーを使⽤してください。

テントの撥⽔・防⽔加⼯はご使⽤を重ねると徐々に機能が低下します。
※スプレーご使⽤の際は、スプレーの注意書きをよくお読みください。


